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令
和
６
年
２
月
１
日
（
木
） 

実
施   

 

２
０
２
４
年
度
大
学
院
法
学
研
究
科 

 

特
別
選
考
に
よ
る
外
国
人
修
士
課
程
入
学
試
験
問
題 
  

社
会
科
学
の
基
礎
学
力
を
試
す
論
文
試
験
（
日
本
語
で
解
答
す
る
こ
と
。） 

 
 

 

（
１
） 

問
題
冊
子
、
下
書
用
紙
、
す
べ
て
の
解
答
用
紙
の
所
定
の
欄
に
受
験
番
号
を
記
入
す
る
こ
と
。
（
氏
名
は
絶
対
に
記
入
し
な
い
こ
と
。） 

   
 

受験番号  
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問
題
Ⅰ 

次
の
文
章
（
岡
倉
天
心
（
桶
谷
秀
昭
訳
）「
茶
の
本
」
（
原
題
『T

H
E 
B
O
OK
 
O
F T

E
A

』
一
九
〇
六
年
、
米
国
フ
ォ
ッ
ク
ス
・
ダ
フ
ィ
ー
ル
ド
社
初
出
）
同
『
岡
倉
天
心
全
集

第
一
巻
』
一
九
八
〇
年
、
平
凡
社
よ
り
抜
粋
）
を
読
ん
で
、
次
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

文章非公開 
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文章非公開 
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文章非公開 
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文章非公開 



 6 

                          

 

 

文章非公開 



 7 

                          

 

 

文章非公開 
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文章非公開 



 9 

                          

 

 

文章非公開 
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問
１ 

本
文
中
の
次
の
言
葉
の
読
み
を
書
き
、
そ
の
意
味
を
説
明
し
な
さ
い
。 

 

① 

審
美
主
義 

 
 

② 

所
詮 

 
 

③ 

帰
依 

 
 

④ 

唯
物
主
義 

 
 

 

 

問
２ 

本
文
は
、
前
掲
の
出
典
に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
一
九
〇
六
年
に
米
国
の
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
英
文
著
書
の
日
本
語
訳
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま

え
る
と
、
傍
線
部
問
２
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
現
象
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
か
。
80
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。 

   

問
３ 

傍
線
部
問
３
に
凝
縮
さ
れ
た
著
者
の
考
え
に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
を
300
字
以
内
で
論
じ
な
さ
い
。 
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問
題
Ⅱ 
次
の
文
章
（
山
本
龍
彦
『<

超
個
人
主
義>

の
逆
説 

Ａ
Ｉ
社
会
へ
の
憲
法
的
警
句
』
弘
文
堂
、
二
〇
二
三
年
よ
り
抜
粋
）
を
読
ん
で
、
次
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

                       

 

 

文章非公開 
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文章非公開 
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文章非公開 
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文章非公開 
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問
１ 

 

本
文
中
の
次
の
言
葉
の
読
み
を
書
き
、
そ
の
意
味
を
説
明
し
な
さ
い
。 

 

① 

懸
念 

 
 

② 

虚
構 

 
 

③ 

泡
沫 

 
 

④ 

脆
弱 

 
 

⑤ 

駆
逐 

  

問
２ 

 

傍
線
部
に
つ
い
て
、
著
者
（
山
本
龍
彦
）
は
、
な
ぜ
デ
ジ
タ
ル
化
が
個
人
の
尊
重
原
理
の
最
も
基
底
的
な
層
を
動
揺
さ
せ
る
と
考
え
て
い
る
の
か
、 

 
 
 

そ
の
理
由
を
説
明
し
な
さ
い
。
（
１
５
０
字
以
内
） 

  

問
３ 

 

傍
線
部
に
つ
い
て
、
著
者
（
山
本
龍
彦
）
の
考
え
る
表
現
の
自
由
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
か
を
説
明
し
た 

 
 
 

上
で
、
な
ぜ
表
現
の
自
由
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
必
要
な
の
か
を
著
者
の
考
え
に
即
し
て
説
明
し
な
さ
い
。（
２
０
０
字
以
内
） 

               


